
拡
声
機
の
使
用
に
よ
る
暴
騒
音
の
規
制
に
関
す
る
条
例

平
成
三
年
十
二
月
二
十
日

宮
城
県
条
例
第
三
十
五
号

拡
声
機
の
使
用
に
よ
る
暴
騒
音
の
規
制
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

拡
声
機
の
使
用
に
よ
る
暴
騒
音
の
規
制
に
関
す
る
条
例

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
県
民
の
日
常
生
活
を
脅
か
す
よ
う
な
拡
声
機
の
使
用
に
つ
い
て
必
要
な
規
制
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
平
穏
を
保
持
し
、
も
っ
て
公
共
の
福
祉
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
適
用
除
外
）

第
二
条

こ
の
条
例
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
拡
声
機
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

一

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
挙
運
動
又
は
選
挙
に
お
け
る
政
治
活
動
の
た
め

に
す
る
拡
声
機
の
使
用

二

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
業
務
を
行
う
た
め
に
す
る
拡
声
機
の
使
用

三

災
害
、
事
故
等
の
警
戒
、
警
備
及
び
救
助
活
動
の
た
め
に
す
る
拡
声
機
の
使
用

四

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
又
は
電
気
通
信
の
事
業
に
関
し
緊
急
の
広
報
活
動
の
た
め
に
す
る
拡
声
機
の
使
用

五

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
定
め
る
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
並
び
に
児
童
福
祉
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
定
め
る
児
童
福
祉
施
設
の
行
事
を
行
う
た
め
に
す
る
拡
声
機
の
使
用

六

公
共
輸
送
機
関
の
輸
送
業
務
を
行
う
た
め
に
す
る
拡
声
機
の
使
用

七

祭
礼
、
運
動
会
等
地
域
の
行
事
を
行
う
た
め
に
す
る
拡
声
機
の
使
用

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
拡
声
機
の
使
用



（
拡
声
機
の
使
用
に
よ
る
暴
騒
音
の
禁
止
）

第
三
条

何
人
も
、
拡
声
機
を
使
用
し
て
、
別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
拡
声
機
の
使
用
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め

る
測
定
地
点
に
お
い
て
測
定
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
音
量
が
八
十
五
デ
シ
ベ
ル
を
超
え
る
音
（
以
下
「
暴
騒
音
」
と
い

う
。
）
を
生
じ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

（
拡
声
機
の
使
用
を
要
求
す
る
者
等
の
義
務
）

第
四
条

何
人
も
、
他
の
者
に
対
し
、
拡
声
機
の
使
用
を
要
求
し
、
若
し
く
は
依
頼
す
る
と
き
、
又
は
自
己
の
管
理
に
係
る
拡
声
機

を
使
用
さ
せ
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
こ
の
条
例
に
規
定
す
る
事
項
を
遵
守
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
停
止
命
令
等
）

第
五
条

警
察
官
は
、
第
三
条
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
「
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
し
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
者
に
対
し
、
当
該
違
反
行
為
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

警
察
署
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
が
反
復
し
て
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
二
十
四
時

間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
時
間
を
定
め
て
、
拡
声
機
の
使
用
を
停
止
す
る
こ
と
そ
の
他
の
違
反
行
為
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な

措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
拡
声
機
の
同
時
使
用
に
関
す
る
勧
告
）

第
六
条

警
察
官
は
、
二
人
以
上
の
者
が
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
拡
声
機
を
使
用
し
て
お
り
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
拡
声
機
に
よ
り
生
ず
る

音
が
暴
騒
音
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拡
声
機
を
使
用
し
て
い
る
者
が
第
三
条
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
か

ど
う
か
が
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
、
当
該
暴
騒
音
の
発
生
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ

と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
拡
声
機
の
使
用
を
要
求
し
た
者
等
に
対
す
る
勧
告
）

第
七
条

警
察
署
長
は
、
違
反
行
為
を
し
た
者
に
対
し
て
当
該
違
反
行
為
に
係
る
拡
声
機
の
使
用
を
要
求
し
、
若
し
く
は
依
頼
し
た



者
が
あ
る
と
き
、
又
は
自
己
の
管
理
に
係
る
拡
声
機
を
違
反
行
為
に
使
用
さ
せ
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
、
拡

声
機
を
使
用
す
る
者
の
違
反
行
為
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
立
入
調
査
）

第
八
条

警
察
官
は
、
第
五
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
権
限
を
行
使
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
拡
声
機
の
あ
る
場

所
に
立
ち
入
り
、
拡
声
機
そ
の
他
必
要
な
物
件
を
調
査
し
、
又
は
関
係
者
に
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
調
査
を
す
る
警
察
官
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は

、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
調
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
適
用
上
の
注
意
）

第
九
条

こ
の
条
例
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
表
現
の
自
由
等
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
を
最
大
限
に
尊
重
し
、
国
民
の
権

利
を
不
当
に
侵
害
し
な
い
よ
う
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
委
任
）

第
十
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

（
罰
則
）

第
十
一
条

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
警
察
官
の
命
令
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
警
察
署
長
の
命
令
に
違
反
し
た
者
は

、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
警
察
官
の
立
入
り
若
し
く
は
調
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て

虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
四
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



附

則
（
平
成
十
八
年
三
月
二
十
三
日
条
例
第
八
号
）

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



別
表
（
第
三
条
関
係
）

拡
声
機
の
使
用
の
区
分

測

定

地

点

権
原
に
基
づ
き
使
用
す
る
敷
地
内
に
お
け

当
該
敷
地
の
境
界
線
の
外
で
あ
り
、
か
つ
、
当

る
拡
声
機
の
使
用

該
拡
声
機
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
地
点

権
原
に
基
づ
き
使
用
す
る
敷
地
内
に
お
け

当
該
拡
声
機
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
地

る
拡
声
機
の
使
用
以
外
の
使
用

点

備
考一

音
量
の
測
定
は
、
計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
七
十
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
し
た
騒
音
計

を
用
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
使
用
す
る
騒
音
計
の
周
波
数
補
正
回
路
は
Ａ
特
性
の
周
波
数
補
正
回
路

を
用
い
、
動
特
性
は
速
い
動
特
性
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。

二

音
量
の
大
き
さ
は
、
騒
音
計
の
指
示
値
の
最
大
値
に
よ
る
も
の
と
す
る
。


